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報
告
者　

雨
田
英
一
氏
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）

論　

題　

 

長
谷
川
如
是
閑「
伝
統
と
教
育―

教
育
者
と
し
て
の
自
覚―

」（『
改

造
』
一
九
五
二
年
七
月
）

　

こ
の
評
論
は
、
戦
時
下
で
「
伝
統
」
継
承
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
国
家
教
育
論

を
展
開
し
て
い
た
長
谷
川
如
是
閑
（
一
八
九
五―

一
九
六
九
）
が
、
敗
戦
後
の
民

主
化
過
程
に
お
い
て
も
引
き
続
き
同
じ
立
場
か
ら
国
民
教
育
論
を
論
じ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
彼
の
「
伝
統
と
教
育
」
論
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、戦
前
・

戦
後
を
貫
く
長
谷
川
の
基
本
的
な
考
え
方
を
捉
え
る
上
で
、
重
要
な
評
論
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　

長
谷
川
は
、
国
体
論
的
教
育
を
伝
統
と
し
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
府
と
、

そ
れ
に
抵
抗
す
る
日
本
教
職
員
組
合
と
の
対
立
状
況
を
意
識
し
て
書
い
た
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
基
底
に
は
、
日
本
国
民
を
「
感
化
院
〔
占
領
軍
の
支
配
下
〕
に
入

れ
ら
れ
た
不
良
児
」
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
に
、
自
主
的
な
民
主
化
へ
の

深
い
懐
疑
を
抱
き
な
が
ら
も
、
民
主
化
の
途
を
模
索
し
て
い
た
長
谷
川
の
深
い
思

索
が
流
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
、他
の
、『
改
造
』
掲
載
の
評
論
や
『
私
の
常
識
哲
学
』

（
一
九
五
四
）
等
を
も
手
が
か
り
に
整
理
し
よ
う
と
試
み
た
。
報
告
は
論
点
が
不

明
瞭
で
あ
っ
た
が
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
論
点
を
指
摘
さ
れ
、
柳
田
国
男
や
和
辻

哲
郎
と
の
比
較
に
つ
い
て
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

長
谷
川
の
考
え
は
、
理
想
的
人
物
像
を
「
職
能
人
」
と
す
る
「
広
義
の
教
育
」

を
日
本
の
「
伝
統
」
と
み
な
し
、
民
主
化
の
方
途
と
し
て
再
生
・
創
造
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。「
広
義
の
教
育
」
と
は
、人
々
の
日
常
的
な
「
生
活
」
で
営
ま
れ
る
「
節

度
の
あ
る
」「
形
」
を
と
お
し
た
教
育
（「
伝
搬
」）
で
あ
り
、
学
ぶ
「
意
欲
」
を

育
み
、「
感
覚
」
を
「
涵
養
」
し
、
自
己
制
御
の
で
き
た
、
自
発
的
な
「
行
動
」

的
「
人
間
」
を
育
て
る
得
る
有
力
な
教
育
で
あ
り
、
民
主
化
の
「
有
力
」
で
「
確

実
」
な
方
法
だ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
副
題
の
教
育
者
も
一
「
職
能
人
」
と
し
て

の
自
覚
に
立
つ
べ
し
と
さ
れ
た
。

　

長
谷
川
の
「
形
」「
型
」
の
人
間
形
成
論
は
、
丸
山
眞
男
も
学
ん
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
日
常
生
活
の
感
覚
や
感
情
を
重
視
し
た
「
広
義
の
教
育
」
の
機
能

と
意
義
の
捉
え
方
と
と
も
に
、
大
衆
社
会
に
お
け
る
人
間
形
成
の
あ
り
方
を
考
え

る
上
で
も
、
多
く
の
示
唆
を
得
ら
れ
る
評
論
と
考
え
る
。
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